
ɹୈ��ճ�શ日本�ֶੜϑΥʔϛϡϥେձ͕ࠓ։ນ͠
·ͨ͠ɻࠓ੩Ԭݝʹ͋Δ&$01"（খּࢁ૯߹ӡ動
ެԂ）Λձͱ͠ɺ�݄�日ʙ�日·Ͱ৹͕ࠪߦΘΕ·͢ɻ
��*$7Ϋϥε��νʔϜɺ&7ʹ��νʔϜͷ૯ࠓ
νʔϜ͕ࢀՃɻͦͷ͏ͪ�ͷ�ΛΊΔ��νʔϜ
ւ֎Ͱɺ日本ΛؚΊͯ�Χࠃͷબख͕ͨͪ�͔͚ؒ
ͯ։ൃͨ͠ϑΥʔϛϡϥΧʔΛࠐͪ࣋Έ·ͨ͠ɻ
ɹఱީಶΓɻ࣌���͔Βड͕࢝·ΓɺελδΞϜ
ͷϐοτΤϦΞղ์͞Ε·͢ɻଓʑͱνʔϜ͕౸ண͠ɺ
ՙԼΖ͔͠ΒϚγϯͷΈཱ͕ͯ࢝·ͬͯେձͷงғؾ
ߴ·Γ·͢ɻ͔࣌��Β車͕࢝ݕ·Γ·͕ͨ͠ɺॳ
日Χʔφϯόʔॱʹ��͕༏ઌडͱͳ͓ͬͯΓɺ
͜ͷ車ݕͪͷνʔϜ͕ྻΛ࡞Γ·͢ɻ車ݕΛશͯύε
͠ͳ͚Εɺ動త৹ࠪʹਐΉ͜ͱͰ͖·ͤΜɻ&7車
྆ిؾ車ݕड͚ͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻ
ɹ࣌����͔ΒϓϨθϯςʔγϣϯɺίετˍɺ
σβΠϯͷ੩త৹ࠪ࢝·Γ·ͨ͠ɻֶੜͨͪۓுͷ
໘ͪ࣋Ͱ͕͢ɺ自ͨͪͷ͍Λөͨ͠σβΠϯί
ετݮͷϙΠϯτͳͲΛɺਅͳදͰ৹ࠪһʹ͑
·ͨ͠ɻ

9.5 (Tue)
大会1日目

第15回 全日本 学生フォーミュラ大会

第15回大会の模様をプレイバック
։࠵������݄�ʢՐʣʙ�ʢʣ

Photo Diary
2017 Student Formula Japan
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ɹલ日͔ΒҾ͖ଓ͖ɺ車ݕʹՃ͑ͯϓϨθϯςʔγϣϯɺ
ίετˍɺσβΠϯͷ�ͭ৹͕ࠪߦΘΕ·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺ࣌���͔ΒϓϥΫςΟεΤϦΞ͕ղ͞ېΕɺ
ॳ日ͷ車ݕΛΫϦΞ͠ɺޕલ࣌͝��ΖʹϓϥΫςΟεʹ
͍ͪΜΓͨ͠ͷ໊ݹ工業େֶͰͨ͠ɻன·Ͱʹ
��͕車ݕΛΫϦΞɺ車྆Λϩʔμʔʹͤͯଓʑͱϓ
ϥΫςΟεΤϦΞʹొ͠·͢ɻே͔Β߱Γଓ͍͍ͯͨӍ
னʹ͔ͬ͢ΓࢭΈɺؾԹ্ঢ͠࿏໘υϥΠʹɻ౸
ணͨ͠νʔϜྟ࣌ͷύυοΫΤϦΞͰௐΛࡁ·ͤɺ�
ճ�ͷϓϥΫςΟεΛೲಘ͍͘·Ͱ܁Γฦ͍ͯ͠·ͨ͠ɻ
͜ͷ日ɺ࣌����·Ͱʹ車ݕΛ௨աͨ͠ͷ��ɻ·ͨ
ύυοΫʹϚγϯΛஔ͘͜ͱ͕ՄʹͳΓɺ͔࣌Βྟࠓ
ཌ日ͷ動త৹ࠪʹ͚ͯɺ֤νʔϜྟ࣌ύυοΫΛલઢ
ɻͨ͠·͍ߦͱ͠ɺϚγϯͷඋΛج
ɹҰํͷࣄ業లࣔϒʔεͰɺຖྫ߃ͱͳ͍ͬͯΔεʔ
ύʔϑΥʔϛϡϥϚγϯΛలࣔɻఆ൪ͷʰղମγϣʔ ɺɦ
ϚγϯͷղߦΘΕɺֶੜ͔ͨͪΒΛूΊ͍ͯ·͠
ͨɻ

9.6 (Wed)�
大会2日目

ɹલ日͔ΒҾ͖ଓ͖ɺ車ݕʹՃ͑ͯϓϨθϯςʔγϣϯɺ
ίετˍɺσβΠϯͷ�ͭ৹͕ࠪߦΘΕ·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺ࣌���͔ΒϓϥΫςΟεΤϦΞ͕ղ͞ېΕɺ
ॳ日ͷ車ݕΛΫϦΞ͠ɺޕલ࣌͝��ΖʹϓϥΫςΟεʹ
͍ͪΜΓͨ͠ͷ໊ݹ工業େֶͰͨ͠ɻன·Ͱʹ
��͕車ݕΛΫϦΞɺ車྆Λϩʔμʔʹͤͯଓʑͱϓ
ϥΫςΟεΤϦΞʹొ͠·͢ɻே͔Β߱Γଓ͍͍ͯͨӍ
னʹ͔ͬ͢ΓࢭΈɺؾԹ্ঢ͠࿏໘υϥΠʹɻ౸
ணͨ͠νʔϜྟ࣌ͷύυοΫΤϦΞͰௐΛࡁ·ͤɺ�
ճ�ͷϓϥΫςΟεΛೲಘ͍͘·Ͱ܁Γฦ͍ͯ͠·ͨ͠ɻ
͜ͷ日ɺ࣌����·Ͱʹ車ݕΛ௨աͨ͠ͷ��ɻ·ͨ
ύυοΫʹϚγϯΛஔ͘͜ͱ͕ՄʹͳΓɺ͔࣌Βྟࠓ

9.6



ɹ͔ͳΕۭͰܴ͑ͨେձ�日ɻલ日࣌����
ͷ࣌Ͱͷ車ݕ௨ա��ɻ動త৹ࠪΛड͚Δͨ
Ίʹɺ͜ͷ日·Ͱʹ車ݕΛΫϦΞ͠ͳ͚ΕͳΓ·ͤ
Μɻ͍ͦͯ͠Α͍Α動త৹͕ࠪ࢝·Γ·ͨ͠ɻ動తΤϦ
Ξʹ車ݕΛύεͨ͠Ϛγϯ͕ฒͼɺே͔࣌�ΒΦʔτ
Ϋϩε͕։࢝ɻ֤େֶͷ車͕྆࣍ʑͱ৹ࠪΛड͚͍͖ͯ
·͢ɻ࣌����͔ΒΞΫηϥϨʔγϣϯͱεΩου
ύου։࢝ɻ͔ޙޕΒӍ৺͞Ε·͕ͨ͠ɺӡྑ
͘ӍӢ&$01"Λૉ௨Γɻ͔ޙޕΒҾ͖ଓ͖ΞΫη
ϥϨʔγϣϯͱεΩουύουɺͦͯ͠ΦʔτΫϩεͷ
�ճ͕ߦΘΕɺແࣄ動త৹ࠪͷ�日͕ऴྃ͠·ͨ͠ɻ
ɹҰํا業లࣔΤϦΞͰεϙʔϯαʔا業ͷ
ϨʔγϯάϚγϯνϡʔχϯάΧʔɺ自動車
༻෦ͳͲ͕లࣔɻνʔϜͷֶੜؒ࣌ܜٳʹ๚
Εͯɺ୲ऀͷΛڵຯਂ͘ฉ͍͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺϕετࡾ໘ਤ͕ൃද͞Εɺͪ͜Β໊
େֶ͕ड͠·ͨ͠ɻ

9.7 (Thu)
大会3日目

͘ӍӢ&$01"Λૉ௨Γɻ͔ޙޕΒҾ͖ଓ͖ΞΫη
ϥϨʔγϣϯͱεΩουύουɺͦͯ͠ΦʔτΫϩεͷ
�ճ͕ߦΘΕɺແࣄ動త৹ࠪͷ�日͕ऴྃ͠·ͨ͠ɻ
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　大会4日目、雲の多い空ですが天候は持ちこたえました。
動的審査エリアでは、午前8時から大会の華とも言える
エンデュランスが始まりました。待機エリアには車検や
テスト走行を終えたマシンが続々と並び、学生たちは緊
張の面持ちで出番を待っていました。走行が終わると、
完走に喜ぶ姿や残念ながらリタイアとなり涙する姿など、
さまざまなドラマを見ることができました。
　またパドックエリアでは、動的審査が終わったチーム
同士のコミュニケーションも盛んに行われました。お互
いのマシンについて意見交換し、次年度のためのヒント
を見つけようと真剣な姿がありました。
　恒例のデザインファイナルには、京都大学、Harbin 
Institure of Technology at Weihai、そして名古屋大学
EVが選出されました。デザインファイナルにアジアの
大学が進出するのは初めてのこと。そして名古屋大学
EVもEV車両として初めてのファイナル進出であり、大
会の変化を感じさせるデザインファイナルとなりました。

9.8 (Fri)�
大会4日目

同士のコミュニケーションも盛んに行われました。お互

　恒例のデザインファイナルには、京都大学、Harbin 
Institure of Technology at Weihai、そして名古屋大学
EVが選出されました。デザインファイナルにアジアの
大学が進出するのは初めてのこと。そして名古屋大学
EVもEV車両として初めてのファイナル進出であり、大
会の変化を感じさせるデザインファイナルとなりました。
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ɹ͍Α͍Α࠷ऴ日ɺ·ͣே࣌���͔Β&7Ϋϥεͷ
Τϯσϡϥϯε͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻଓ͍ͯߦΘΕͨάϧʔ
ϓ"ʹ&7車͕྆�ग़͓ͯ͠ΓɺΑ͏͘&7車྆
͕*$7車྆ͱಉ͡ඨʹ্͕ͬͨ͜ͱΛ࣮ͤ͞ײΔେձ
ͱͳΓ·ͨ͠ɻࠓେձΛ੍ͨ͠ͷژ工ܳણҡେֶͰɺ
Ϋϥε༏উͷݹͳೋ࿈ୡͰ͢ɻ·ͨɺ&7໊ࣄݟ
େֶ&7૯߹Ͱ�ҐʹೖΔେ༂ਐΛԋ͡·ͨ͠ɻ
ɹྫ߃ͷू߹ࣸਅࡱӨͷߦʹޙΘΕͨަྲྀձͰɺάϧ
ʔϓ"ϑΝΠφϧʹͨͬ�ͱɺσβΠϯ৹্ࠪҐϚ
γϯ�ɺ͖ͦͯ͢͠Ϛγϯ�ͷซ
ͤͯ��͕లࣔ͞Ε·ͨ͠ɻ·ͨςʔϚผʹ
�ͭͷάϧʔϓΛ0#ͯͬ࡞ɾ0(͕ղઆɺֶੜ
͔Β࣭Λड͚ΔͳͲ͠ɺνʔϜಉ࢜ɺֶੜಉ
ɻදজࣜͰͨ͠·͍ͯ͠ใަʹൃ׆͕࢜
૯߹༏ल�Ґʹً͍ͨژ工ܳણҡେֶΛ࢝Ίɺ
֤Λडͨ͠νʔϜ͕දজ͞Εɺձসإͱ
ഥखʹ͋;Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ

9.9 (Sat)
大会最終日

ɹྫ߃ͷू߹ࣸਅࡱӨͷߦʹޙΘΕͨަྲྀձͰɺάϧ
ʔϓ"ϑΝΠφϧʹͨͬ�ͱɺσβΠϯ৹্ࠪҐϚ



30

毎年100チーム近いエントリーを集める全日本 学生フォーミュラ大会
その活動実態は百人百様で、各チームはどう活動しているのか気になるところです
そこで会場でアンケートを配布！　集まった回答から見えてきたものとは？

学生フォーミュラ
࣮ௐ͔ࠪΒݟ て͖͑ ͨͷ

ɹ後藤 健太郎ࣨܭઃڷձࣾ本ࣜגʗہ։ൃڷձࣾ本ࣜג
（ୈ�ճେձ౦ژେֶϑΥʔϛϡϥϑΝΫτϦʔ�νʔϜϦʔμʔ）

【はじめに】
　昨年にҾき続き特集記事のࣥචをഈ໋கしました後౻݈
ଠと申します。まずは؆単に自ݾհをさせてください。
は౦京大学にて約4年間学生フォーミュラにऔりみ、8ࢲ
年前の第7回大会においてチームリーダーとして౦京大学
の初優উを成しげました。運にもチームがとてもうま
く回っているタイミンάでチームリーダーをめさせて
いた経験と反省とをこの大会に関Θる皆さまにお伝えした
いと思っています。現在は、ここまでឯ༨ંۂありました
が、౦京大学にてത࢜՝程学生としてこれからのオートϞ
ϏリテΟはどうあるべきかをڀݚしています。まだいΘΏ
るࣾ会人ではないため、ちょっと特ผな立場で学生フォー
ミュラに関Θらせていています。大会会場では実況੮に
おअຐして一ॹにこのレϏューに関Θっている両ַ֯ࢯ
と一ॹに好きউ手言Θせてもらったりもしています。༨ஊ

になりますが、来年からの実況では現のチームメンόー
の皆さんと実況੮とでもっとインタラクションをਤりたい
と考えています。
　さて、今年の特集記事では新たなऔりみとして参加チ
ームにチーム運営に関するアンケートの協力をしてき、
約30チームから回をきました。このアンケートを中心
に学生フォーミュラを࠶考してみたいと思います。アンケ
ートでは、人数・キャリア・活動時間・連བྷとཧ・トラ
ϒル対策・テスト走行・車両製作・スポンαー・෦අ・単
位についていました。この中でڵຯ深い結果の得られた
いくつかの߲目について考えてみたいと思います。また、
前回大会のレϏューで記した内容からܧ続したも書かせ
てきますので、まだおಡみでない方はͥͻ前回大会のレ
Ϗューもごཡになってください。

ɹ·ͣਓʹ関ͯ͠ɺඇৗʹΒつ͖͕大͖͍ճ͕ಘΒ
Ε·ͨ͠ɻҎԼのάϥϑʹॎ࣠ʹࠓ大ձのॱҐͱ横࣠ʹϝ
ンόʔશһͱओཁϝンόʔのਓΛ取ͬͯ·ͱΊͨ݁ՌΛ
ࣔ͠·͢ɻॱҐ上ʹߦく΄Ͳྑ͍成ͱͳΔΑ͏࣠Λ
సͯ͋͠り·͢ɻϝンόʔ͕গͳくͯも成ΛऩΊ͍ͯ
ΔνʔϜも͋り·͢͠ɺͦのٯも͋り·͢ɻͲ͏Β͋·
りਓͱॱҐͱの૬関ͳͦ͞͏Ͱ͢ɻओཁϝンόʔʹ

つ͍ͯɺԿΛもͬͯओཁϝンόʔͱ͢Δ͔νʔϜʹΑ
ͬͯ͞·͟·ͩͱ͏ࢥのͰ͕͢ɺશϝンόʔのҎԼ͕
ओཁϝンόʔͰ͋Δͱ͢ΔνʔϜ͕大Ͱͨ͠ɻ·ͨɺଟ
くのνʔϜͰ学ʹΑͬͯਓのΒつ͖͕大͖͍༷͕ࢠ
もΩϟϦΞڧड͚ΒΕ·ͨ͠ɻ͜͏͍ͬͨ取りΈのݟ
も͞·͟·ͳϝンόʔΛ·ͱΊͯνʔϜΛӡӦ͢Δの؆
୯ͳ͜ͱͰ͋り·ͤΜɻνʔϜϝンόʔもपりの大ਓͨ

● 学年ごとの人数を教えてください。また、そのうち貢献度の高い（積極的にチームをけん引している）
主要メンバーと言えるメンバーは何人ですか？

設 問

●主要メンバーは学生フォーミュラに何年取り組んだメンバーですか？　引退の制度はありますか？

ਓɾΩϟϦΞͷ

ֶੜϑΥʔϛϡϥࢀՃߍΞϯέʔτ

学生フォーミュラの
今を考える特集 1
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ͪも͜の͜ͱΛ೦಄ʹஔくඞཁ͕͋りͦ͏Ͱ͢ɻ
ɹΩϟϦΞʹ関ͯ͠ɺҾୀ੍の༗ແ大ମʑɺओཁ
ϝンόʔฏ͢ۉΔͱ学生ϑΥʔϛϡϥ3のϝンόʔͰ
͋ΔΑ͏Ͱ͢ɻࠓ大ձのॱҐͱݟൺͯΈΔͱɺͦもͦも
Ҿୀ͢Δϝンόʔ͕·͍ͩͳ͍΄Ͳए͍νʔϜも͋り·͕͢ɺ
Ҿୀ੍の༗ແͱ成の૬関ͳͦ͞͏Ͱ͢ɻҾୀ੍༗
りͱ͢ΔνʔϜͰ͍ͪΜଟ͔ͬͨのɺ学部3ͰҾୀͱ
͢ΔճͰͨ͠ɻ·ͨɺカϦΩϡϥϜの都߹ͳͲͰϝンό
ʔશһ͕1͔ؒ͠学生ϑΥʔϛϡϥʹ関ΘΕͳ͍νʔϜも
͍くつ͔͋り·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺͦのΑ͏ͳڥͰも҆ఆ͠
ΔνʔϜも͋り·͢ɻͨͱ͑関ΘΕΔ͍ͯ͠成Λͯ
くͯもɺͦΕΛલఏͱͨ͠学校पғのαϙʔト͕ؒظ
ମ੍ٴͼϝンόʔ͕͔ͬ͠りษڧͰ͖աڈのੵΈॏͶΛ生
͔ͤΔνʔϜମ੍͕Ͱ͖͍ͯΕͳ͍Α͏Ͱ͢ɻ

ճの͋ͬͨશνʔϜͰίϛϡニέʔγϣンπʔルͱ
ͯ͠LINEΛ͍ͯͬΔͱのճ͕ಘΒΕ·ͨ͠ɻ

ճの͋ͬͨνʔϜの͏ͪ1/3のνʔϜͰLINEʹՃ
͑ͯGoogleαΠϘζͳͲଞのαʔϏεΛซ༻͍ͯ͠
Δͱの͜ͱͰͨ͠ɻεέジϡʔル理ʹつ͍ͯि࣍ϛʔ
テΟンάͰ֬ೝɺ࡞業のホϫΠトϘʔυΤクηルϑΝ
ΠルͰڞ༗͍ͯ͠ΔνʔϜ͕ଟ͍Α͏Ͱ͢ɻதʹΨント
νϟʔトΛ࡞成͍ͯ͠ΔνʔϜも͋り·ͨ͠ɻ
ɹͻͱつ͚ͩɺ自ʹͱͬͯも͕ࣖ௧͍のͰ͕͢ɺઆڭष
͍͜ͱΛݴΘ͖ͤͯ·͢ɻもͪΖΜ͜ΕΛ͔ͬ͠りͰ͖
͍ͯΔνʔϜもଟ͍ͱ͍ࢥ·͕͢ɺͦもͦもεέジϡʔ
ルͱ͍͏のϓϩジΣクトのظ日ʹؒʹ߹͏Α͏ʹܭըΛ
立ͯɺͦΕΛकͬͯϓϩジΣクトΛ͢ΔͨΊのものͰ
͢ɻもͪΖΜॳͲΕくΒ͍͔͔Δ͔Θ͔Βͳ͍タεク
もͨく͞Μ͋Δͱ͍ࢥ·͕͢ɺͦΕͰもͲ͏ʹ͔ઢΛҾ͔
ͳ͚Ε͍͚·ͤΜɻもܾ͠Ίͨظ日ΛकΕͳ͔ͬͨ߹
新ͨͳεέジϡʔルΛ立ͯ͞ͳ͚Εͳり·ͤΜɻも
͠新ͨͳεέジϡʔル͕立ͯΒΕͳ͔ͬͨ߹ɺͦのϓ
ϩジΣクトのඪΛԼ͛Δ͔͋Δ͍ࣙΊͯ͠·͏͔Ͳͪ
Β͔ΛબͿ͜ͱʹͳり·͢ɻϓϩジΣクトΛ理͢Δ͜ͱ
の本࣭ɺ͜͏͍ࣦͬͨഊʹରͯ͠அΛԼ͠ํΛܾΊ
ͯप知͢Δ͜ͱʹ͋Δͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹ࣍ʹίϛϡニέʔγϣンπʔルʹ関ͯ͠Ͱ͕͢ɺ͖ͬ

りͯͬ͠ݴ·͏ͱLINEのάルʔϓػශऑͰɺ͜Εͩ
͚ʹཔͬͯνʔϜӡӦΛ͢Δのࠔͩͱ͍ࢥ·͢ɻͨͱ
͑શһͱຖ日إΛ߹ΘͤΔΑ͏ͳνʔϜͰ͋ͬͯもਓؒ
ͱͨ͜͠ͱΛશ͍֮ͯ͑ͯΒΕΔΑ͏ʹͰͨ͑͜ߟ
͖͍ͯͳ͍のͰɺϩάΛ͝ͱʹ理͚͓ͯͯ͠͠Δ
ίϛϡニέʔγϣンπʔル͕ඞཁͰ͢ɻճʹ͋ͬͨ
GoogleάルʔϓαΠϘζLiveͱ͍ͬͨάルʔϓΣ
ΞͰͦΕ͕ՄͰ͢ɻLINE͚͔͍ͩͯͬ͠ͳ͍ͱ͍
͏νʔϜͥͻ͜͏͍ͬͨάルʔϓΣΞΛಋೖͯ͠くͩ
͍͞ɻ
ɹ࣌ݱͰ自の͓͢͢ΊάルʔϓΣΞ Slack 
	https�//slack�coN/
Ͱ͢ɻϒϥβ͔ΒもΞクηεՄ
Ͱ͢͠ɺWin/Mac/LinuY͚σεクトッϓΞϓϦͱiOS/
Android͚εϚʔトϑΥンΞϓϦも͋り·͢ɻج本తʹ
ӳޠのΞϓϦͰ͕͢ɺ学生ϑΥʔϛϡϥのレΪϡレʔγ
ϣンもӳޠͰ͋͢͠り·ͤΜΑͶɻ͍͓ͪ͏日本ޠの
ϔルϓηンタʔ	https�//get�slack�help/hc/ja
も͋り·͢ɻ
SlackͰνϟンωル͝ͱʹ͔ΕͨνϟットもͪΖΜ
ϑΝΠルのڞ༗もՄͰ͢͠ɺGoogle %ocsGitHubͳ
Ͳ֎部αʔϏεͱの࿈͕ܞͰ͖ΔのもັྗͰ͢ɻϓϩάϥ
ϛンάの͕֮͑͋ΕbotΛಋೖͯ͠͞ΒͳΔ高ػԽも
ՄͰ͢ɻ΄ͱΜͲのػແྉͰ͑·͢のͰͥͻͬ
ͯΈͯく͍ͩ͞ɻ

● LINE、Slack、Googleグループ等のコミュニケーションツールは何を使っていますか？　
また、どのようなスケジュール管理のやり方をしていますか？

設 問 ࿈བྷͱཧͷ
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トϥϒルରࡦʹ関ͯ͠ɺ1/3のνʔϜ͔Β༧උ部
ࡐྉɺ工۩ʹ関͢Δճ͕͋り·ͨ͠ɻյΕΔ༧

ఆのͳ͍部͕յΕͯ͠·ͬͨ࣌Ͱઃܭɾ࡞ɾ理の
Ͳ͔͜ʹࣦഊ͕͋ͬͨͱ͍͏͜ͱʹͳͬͯ͠·͍·͕͢ɺ
大ձͰཁ͞ٻΕΔण命ͦ͏くͳ͍のͰ༧උ部͕͋Ε
トϥϒルΛりΕΔՄੑ֨ஈʹ上͕り·͢ɻগ͠
Ͱも動త৹ࠪの成Λ৳͍ͨ͠ͳΒඞͣ४උ͢Δ͖Ͱ
͠ΐ͏ɻଞʹ車ݕରࡦɺݱͰのίϛϡニέʔγϣンɺ
テεトߦͱ͍ͬͨճ͕ෳのνʔϜ͔Β͋り·ͨ͠ɻ
લऀ2つももͪΖΜૄ͔ʹͰ͖·ͤΜ͕ɺ自の͔ݧܦ
Βテεト࠷͕ͦ͜ߦも本࣭తͳトϥϒルରͩࡦͱ͑ߟ
͍ͯ·͢ɻ
ɹͰテεトߦճɾڑͱ૯߹ॱҐͱの૬関ΛͯݟΈ
·͠ΐ͏ɻҎԼのάϥϑのॎ࣠ྫʹΑͬͯ上ʹߦく΄Ͳ
ྑ͍成ͱͳΔ૯߹ॱҐɺ横࣠上͕テεトߦճɺԼ
͕テεトڑߦͰ͢ɻଟ͚Εଟ͍΄Ͳྑ͍ͱ͍͏もの
Ͱ͋り·ͤΜ͕ɺ͜のάϥϑ͔Β成ͱテεトྔߦ
ʹਖ਼の૬関͕͋Δͱ͍ྑͯͬݴͰ͠ΐ͏ɻ
ɹ自明ͳ͜ͱ͔も͠Ε·ͤΜ͕自の͑ߟΔ理༝Λ͠ه·
͢ɻ·ͣɺͲΜͳʹ༏ΕͨϚγンΛͯͬ࡞もɺ本൪Ͱ࣮ྗ
ΛൃشͰ͖ͳ͚Ε動త৹ࠪͰ成Λ͜͢ͱͰ͖·
ͤΜɻ成ΛऩΊΔͨΊʹյΕͳ͍ɺϛεΒͳ͍ͱ͍
͏͜ͱ͕ԿΑりॏཁͰ͢ɻ࣍ʹɺテεトߦΛ͏ߦͱඞͣ
Ϛγン͕յΕトϥϒル͕ग़·͢ɻ࣮ࡍɺ東京大学͕༏উ͠
ͨの23ճのテεトߦの͏ͪɺトϥϒル͕ͳ͔ͬͨの

2ճ͚ͩͰͨ͠ɻͦ ͯ͠トϥϒル܁りฦ͠·͢ɻͰ͕͢ɺ
ΔՄ͖ىΔトϥϒル͕ͦ͜大ձʹ͓͍ͯも͖ىりฦ͠܁
ੑの高͍ॏཁͳトϥϒルͰ͢ɻテεトߦͰग़ͨトϥϒル
大ձ·ͰʹରࡦͰ͖·͢͠ɺରԠํ๏も学शͰ͖·͢ɻ
つ·りɺテεトߦʹΑͬͯトϥϒルΛ͢ݧܦΔ͜ͱͦ͜
ͳのͰ͢ɻ͞ΒʹɺͲΜͳ༧උ部ݤ成ΛऩΊΔ͕
ྉɺ工۩Λ༻ҙ͢Ε͍͍͔Λஅ͢ΔͨΊʹもɺ·ͨɺࡐ
νʔϜのトϥϒルରԠྗΛ高ΊΔ上Ͱもテεトߦͱ͍
͏ʮ࣮ઓݧܦʯ͕ෆՄܽͰ͢ɻٯʹɺଟくのテεトߦΛ
·Ͱ͖Δ͜ͱ高͍νʔϜྗのূ明Ͱも͋りߦը࣮ͯ͠ا
͢ɻ·ͨɺνʔϜ͕ઃܭɾͨ͠࡞ϚγンのূݕΛ͏ߦʹ
もɺͦͯͦ͠の݁ূݕՌΛड͚ͯΑりϚγンの成Λ上
͛ΔͨΊʹもテεトߦඞਢͰ͢ɻҎ上͕テεト͕ߦ
ॏཁͰ͋Δ理༝Ͱ͢ɻ

● 「大会においてどのようなトラブル対策をしていますか？
●シェイクダウンから大会までのテスト走行回数or時間or距離を教えてください

設 問 τϥϒϧ対ࡦɾςετߦͷ

ॎ࣠ʹ上ʹߦく΄Ͳྑ͍成ͱͳΔ૯߹ॱҐɺ横࣠ʹ
εϙンαʔΛ取ͬͯ·ͱΊͨ݁ՌΛҎԼʹࣔ͠·

͢ɻ͜Εもεϙンαʔ͕ଟ͍΄Ͳ成ͱͳΔ૬関͕͋
りͦ͏Ͱ͢ɻ͜Ε୯ʹಘ͍ͯΔྔ͕ଟ͍͔Βڧくͳͬͯ
͍Δɺͱ͍͏γンϓルͳ理༝͚ͩͰͳ͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ·
ͣɺͨく͞Μのεϙンαʔͱ͖߹͑Δͱ͍͏͜ͱͦΕ
͚ͩνʔϜྗ͕高͍͜ͱのূࠨʹଞͳり·ͤΜɻ·ͨɺ͍

くΒ大学ͱ͍͑Ͳも͜の学生ϑΥʔϛϡϥ大ձ͕ཁ͢ٻΔ
ଟ岐ʹΔશͯʹつ͍ͯेʹڭΘΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ学
校΄ͱΜͲ͋り·ͤΜɻ͜Ε࣮ࣾձͰ׆༂͍ͯ͠Δ
৫ɺݸਓͱの関ΘりʹΑͬͯಘΒΕΔ学ͼ͕ඞਢͰ͋Δͱ
͍͏͜ͱͰ͢ɻもͪΖΜྫ֎͋りɺεϙンαʔ20ࣾ
ͱൺֱతগͳ͍ʹも関ΘΒͣ成ΛऩΊͨνʔϜ͕͋り
·͕͢ɺͪ͜Βྫ֎తʹ学のࢧԉମ੍͕͔ͬ͠りͯ͠

● スポンサーは何社ですか？　そのうち資金、素材、加工、アドバイス等の内訳を教えてください

設 問 εϙϯαʔͷ
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● 部費は徴収していますか？　それはいくらですか？
●学生フォーミュラの活動に大学の単位は付きますか？

設 問 ෦අɾ୯Ґͷ

͍Δのͩͱ͍ࢥ·͢ɻ͜のΑ͏ͳνʔϜͰ͋Εεϙンα
ʔのॏཁੑ͍の͔も͠Ε·ͤΜ͕ɺ΄ͱΜͲのνʔϜ
ͦ͏Ͱ͋り·ͤΜɻ
ɹ·ͨɺεϙンαʔのछผの༁Ͱ͕͢ɺࢿ金εϙンαʔ
͕ଟ͍νʔϜも͋ΕૉࡐΞυόΠεఏ͕ڙଟ͍νʔϜ
も͋りɺ͜Εͱ͍ͬͨೝΊΒΕ·ͤΜͰͨ͠ɻͲの
Α͏ͳεϙンαʔͰ͋Εا業ͱのަྲྀʹΑͬͯνʔϜ͕ಘ
Δͱ͜Ζ大͖͍のͰ͠ΐ͏ɻͦΕʹରͯ͠νʔϜଆ͕Կ
ΛฦͤΔ͔ʹつ͍ͯΑく͑ߟΔඞཁ͕͋り·͢ɻ͜Ε

ظతͳ࣮རͰ͋Δ͜ͱ·ͣ͋り·ͤΜɻ΄ͱΜͲの
߹もͬͱ͍ͰͨݟϝϦットΛૂͬͯࢧԉ͍͍ͯͯ͠
·͢ɻͦΕকདྷのಉ྅も͠く٬ސͱͳΔ学生のೝ知
上ɺ͞Βʹ༏लͳΤンジニΞΛҭͯΔ͜ͱʹΑΔ業
քશମのൃలͰ͋ͬͨり͠·͢ɻͲの߹Ͱもεϙンαʔ
ͯ͠ྑ͔ͬͨͱͯͬࢥくͨΊʹɺҙΛ׆ͯͬ࣋動ʹ
取りΜͰɺ͍ͨ༗ܗແܗのΛ生͔͢͜ͱʹΑͬͯײ
ँΛ͑ΔҎ֎͋り·ͤΜɻ

ͦΕͧΕの݁ՌΛҎԼのάϥϑʹࣔ͠·͢ɻり部
අΛऩ͍ͯ͠ΔνʔϜ͕ଟくɺ୯ҐのくνʔϜ

গͰ͢ɻ学生ͱͯ͠部අগͳ͍ʹӽͨ͜͠ͱ
͋り·ͤΜ͠ɺ学生ϑΥʔϛϡϥ͕学校͔ΒೝΊΒΕͨ׆
動Ͱ͋Δʹӽͨ͜͠ͱ͋り·ͤΜɻະͩʹܙ·Εͳ͍

ஔ͔Ε͍ͯΔνʔϜのͨΊʹɺ学生ϑΥʔϛϡϥ͕Ͳʹڥ
Ε΄Ͳ学生のͨΊɺ͞ΒʹࣾձのͨΊʹͳ͍ͬͯΔ͔の
ΞϐʔルΛ大ձଆも͍ߦͯ͠ྗڠɺ学校ࢿ金εϙンαʔ
͔ΒのࢧԉΛ取り͚Δඞཁ͕͋りͦ͏Ͱ͢ɻ
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【終わりに】
　この特集記事では学生フォーミュラを主にチーム運営の
面から見直してみました。いかがでしたでしょうかʁ　何
かͻとつでもおಡみいた方にとって新しいؾきがあれ
ばうれしく思います。
　ၟӽながらちょっとだけࢲからのメッセージを書かせて
きます。多大なマンパϫーをかけてさまざまな՝にऔ
りむ必要のある学生フォーミュラは、ものづくりコンϖ
テΟションである前にプロジΣクト運営のコンϖテΟショ
ンであるはずです。であれば、いかに上手にプロジΣクト
を運営できるか、にもこだΘるべきだと思います。また、

大会というプロジΣクトの運営がチームへのお手本になる
とૉらしいと思います。学生フォーミュラに限らず、学
びというのは意を࣋ってऔりんだに得られるものだ
と思います。学生フォーミュラは参加も運営もとても大変
な活動ではありますが、それނ得られるものは大きいはず
です。そして、自動車産業がこれからもこの国を、さらに
は人類の営みを支える産業であり続けるためには、この学
生フォーミュラがෆ可ܽであるとࢲは思っています。
　最後に、この特集記事が学生フォーミュラ大会をより良
い大会にする一ॿとなることを願って結びとさせてきます。

ɹ͜のষલ大ձのレϏϡʔͰͨ͠ه༰のଓ͖ʹͳり
·͢ɻલ大ձのレϏϡʔΛ͓ಡΈʹͳ͔ͬͯΒಡ·ΕΔ
͜ͱΛ͓͢͢Ί͠·͢ɻ
ɹ·ͣɺදজʹ上͕ͬͨ૯߹成1Ґ͔Β6ҐのνʔϜ
のฏۉಘͰ͕͢ɺ775�3ͱࡢ͔Β50上͕り·ͨ͠ɻ
͜Ε૯߹6ҐҎʹ静త৹ࠪ૯߹トッϓͱίεト৹ࠪト
ッϓのνʔϜ͕͍ΔͨΊͰ͢ɻ྆校ͱも͓ΊͰͱ͏͍͟͝
·͢ɻ
ɹ࣍ʹɺσβΠン৹ࠪの成ͱ૯߹成の関Ͱ͢ɻҎԼ
の2ຕのάϥϑશ15ճの大ձのσβΠン৹ࠪの成ͱશ
ମの成の関Λࣔ͢ものͰ͢ɻ1ຕのάϥϑσβΠ
ン৹ࠪ1Ґʙ4ҐのνʔϜの૯߹ͰのॱҐΛࣔͨ͠ものͰ͢ɻ
͕͍΄ͲॱҐ͕ྑ͍͜ͱΛද͍ͯ͠·͢ɻ్தͰͬ
͍ͯ·͢のͰ7ҐҎԼのྖҬදࣔ͞Ε͍ͯ·ͤΜɻ2ຕ

のάϥϑσβΠン৹ࠪ1Ґʙ4ҐのνʔϜの૯߹ಘ
Λฏͨ͠ۉಘ͕શମͰԿҐʹ૬͢Δ͔のมભΛࣔ͠
ͨものͰ͢ɻಉ͡くɺ上ʹ͋Δ΄ͲॱҐ͕ྑ͍͜ͱΛද͠
͍ͯ·͢ɻࠓ大ձσβΠン৹ࠪ1Ґʙ4Ґʹ૯߹1Ґʙ3
ҐのνʔϜの͍ͳ͍ॳΊͯの大ձͱͳり·ͨ͠ɻ2ຕの
άϥϑͰࡢͱಉ͡く࠷の14Ґͱͳ͍ͬͯ·͢ɻσ
βΠン৹ࠪͦのੑ࣭上ɺνʔϜྗ͕高くϚγン͕༏Εͯ
͍Δɺつ·り૯߹成のྑ͍νʔϜ΄Ͳ高ಘΛ取ΕΔ
ͣの৹ࠪͰ͢ɻͦΕ͕͜のΑ͏ͳঢ়گͰ͋Δの༕ྀ͢
のσβΠン৹ࠪͰࠓɻ·ͨɺ͢·͍ࢥଶͰ͋Δͱࣄ͖
ຬͰ͋Δ150Λ֫ಘͨ͠νʔϜ͋り·ͤΜͰͨ͠ɻ
͜ΕΒʹつ͍ͯσβΠン৹ࠪϦʔダʔ谷川͞Μ͔Βの
৹ࠪߨධͱɺ࣍ϖʔジ͔ΒのσβΠン৹ࠪνʔϜ࠲ஊձʹ
ͯɺ৹ࠪһのօ͞·͔ΒのϝッηʔジΛͥͻ͝ཡく͍ͩ͞ɻ

ͷ
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訪れたEVの転換期
日͓͍͠தɺͦ͠ࠓɿօ͞Μɺ౻ޙ
ͯσβΠン৹ࠪͰ͓ർΕʹも関ΘΒ͓ͣ
ू·り͍͖ͨͩ͋り͕ͱ͏͍͟͝·͢ɻ
ͬͦ͞くͰ͕͢ɺ·ͣࠓの৹ࠪͰҹ
͍ͱʹつ͍ͯɺͦΕͧΕ͓ͨͬ͜ʹ
ͤͯ͞く͍ͩ͞ɻ
長୩ɿ今年のデザイン審査での大きな
トピックスは、初めてEV車両がデザイ
ンフΝイφルにったこと、そしてԤถ
߽以外のアジアからの海外校がデザイン
フΝイφルにったことです。去年のレ

ɿσβΠンϑΝΠφルʹೖͬͨ̏ν౻ޙ
ʔϜのதͰもɺ名古屋大学EVͱHarbin
༂ਐͰ͢Ͷɻ͔֬ʹ名古屋大学EV
ΦʔトクϩεͰも̍ΛΔタΠϜΛϚ
ʔク͠ɺHarbinຖ͖Ε͍ʹ車Λ
上͛ͯདྷ͍ͯΔɺͱ͍͏ҹ͕͋り·͢ɻ
長୩ɿこう言っては何ですが、今まで
の日本のEVは新ن参入校など、全体の
実力としてまだ中位以Լレϕルのチーム
が先にEVに飛びついていたഎܠがある。
ところが名古屋大学という、ICVで上位
を走っていたチームがEVに切りସえて

Ϗューを見ていただくと分かりますが、
Ԥถ߽の学校は過去15大会で5回参加し、
その全てがデザインフΝイφルにって
いる。一方でアジアのチームは毎年20〜
30校が参加しながらデザインフΝイφル
までったことはなかった。ただし、ど
んどんレϕルが追いついて来ていて、そ
ろそろഎ後に൴らのԻが聞こえて来た
と書いたのが去年のレϏューなんです。
デザインフΝイφルの3台に次いで4位に
入ったのもアジアのチーム。アジアのレ
ϕルが大きく上がったというのが特৭です。

名古屋大学EVが総合4位に入るなどEV車両が躍進し、
アジア勢の台頭が目立った第15回大会
デザイン審査に携わる審査員の方々に

改めて日本大会の現状と将来への展望を語っていただきました

EVの躍進、アジア勢の台頭

ଠ݈౻ޙ会ɿ࢘
����ɺ౦ژେֶͷνʔ
ϜϦʔμʔΛΊେձ༏উ
Λݧܦɻ౦ژେֶେֶӃ工
੶ࡏʹ՝ఔ࢜Պതڀ研ܥֶ
தɻ����ʹࣜגձࣾ本
業ɺ����ىΛࣨܭઃڷ
औకہ։ൃڷձࣾ本ࣜגʹ
ʹबɻ

খ�ণ࿕⾣
౦ژΞʔϧΞϯυσʔදऔ
క$&0ɻֶੜ͔࣌ΒϨ
ʔγϯάΧʔͷઃܞʹܭΘΓɺ
����ʙ��ʹ'�ɺͦΕ
Ҏ߱ϧɾϚϯ༻ϚγϯΛ
ઃ͢ܭΔͳͲɺ日本Λද
͢ΔϨʔγϯάΧʔσβΠ
φʔɻσβΠϯϑΝΠφϧ
৹ࠪҕһΛΊΔɻ

�ࡔٶ�⾢
εΫʔςοΫδϟύϯදऔ
కɻࠃͰϨʔγϯάΧʔͷ
ઃܭɾܞʹ࡞ΘΓɺͦͷޙϨʔ
εΤϯδχΞͱͯ͠׆༂ɻʮֶੜϑ
Υʔϛϡϥͷݱʹ࣮ࡍͷϨʔεݧܦ
ऀ͕গͳ͍ͷͰʯͱ͍͏ཧ༝ͰΘΕɺ
����͔ΒσβΠϯ৹ࠪϝϯόʔΛΊ
Δɻ୲γϟγʔͱαεϖϯγϣϯؔɻ

˝長୩�३Ұ
σβΠϯ৹ࠪ౷ׅϦʔμʔɻτϤ
λ自動車ۈɻ自͕ϓϥΠϕʔ
τͰϥϦʔɾϨʔγϯάυϥΠό
ʔͰ͋ͬͨ͜ͱ͔Β࣌ͷ্࢘
Εɺ����ΑΓֶੜ໊͞ࢦʹ
ϑΥʔϛϡϥʹؔΘΓɺ車ݕ
ҕһͱͯ͠ࢀՃͨ͠�Λআ
͚Ұ؏ͯ͠σβΠϯ৹ࠪ
ʹؔΘ͍ͬͯΔɻ

⾢�தߛ�ࢁҰ
日産自動車ۈɻֶੜϑ
ΥʔϛϡϥɾΞϝϦΧେ
ձʹ����ɺ����ͱ
Ճ͠ɺͦͷԑͰΞϝϦࢀ
Χͷେֶʹਐֶɻमྃޙɺ
日産ɻσβΠϯ͠ࠃؼ
৹ࠪͰϑϨʔϜͱϘσ
ΟΛ୲ɻ

ઘګ�ฏ⾣
࡚ॏ工ۈɻ����
͔Β����·Ͱେࡕ
େֶ͔ΒֶੜϑΥʔϛϡϥ
େձʹࢀՃ࡚͠ॏ工ɻσ
βΠϯ৹ࠪͰύϫʔτϨΠϯ
ύʔτΛ୲ɻ

σβΠϯ৹ࠪάϧʔϓ࠲ஊձ
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来たというのがポイントです。
　それと、ϤーロッパではすでにEVの
方が速いという事実があります。日本大
会のEVというと、「ै来のICVのシャシ
ーにパϫートレイン෦分だけをϞーター
に置きえただけ」という車両が多く、
トルクϕクタリンάや4ۦといった、EV
ならではのメリットを生かした設計は少
なかった。あるにはあったがその効果を
໌確に発شできているようには見えなか
った。それが今年から本֨的に出始めた
というところです。
খɿ今のϤーロッパのྲྀれを見ている
と、やはりEVが今後の主ྲྀになってい
くでしょう。日本はこれから、市ൢのి
自動車でੈ界をリードしていかなけれؾ
ばいけないし、ࢲのཧղでは技術レϕル
ではངかにリードしているはずです。と
ころが学生フォーミュラのੈ界では完全
にϤーロッパにਫを開けられており、あ
る意ຯマズイなと思っています。今回、
上位校の名古屋大学がEVにシフトした
のは、それはそれで良かったと思います
が、それでもϤーロッパのチームとൺべ
ると技術的にも性能的にも差があります。
この差をどうやって٧めていくのかとい
うのが、日本の学生フォーミュラにとっ
て大きな՝だと思っています。
　ྫえば5POHKJのEVは̐ྠϞーターを
していますが、インϗイールという༺࠾
よりもϋϒにϞーターをけました、と
いう設計で、そのӨڹでαスϖンション

ジオメトリーがおかしかったりもする。
それでもアクセラレーションでトップタ
イムをマークしています。
ɿ̐ඵΛり·͔ͨ͠ΒͶɻ౻ޙ
খɿిؾ自動車って、本来そういうポ
テンシャルを࣋っているんです。それを
日本の大会に最初に࣋ち込んだのが中国
のチームだというのが、今の日本の学生
フォーミュラのをしているので
はないかと。
ɿ͔֬ʹΞクηϥレʔγϣンͰ名౻ޙ
古屋大学EVも3ҐͰɺ̍ɺ3Ґ͕EVͰ͢ɻ
中山ɿ去年までもEVはいましたが、そ
もそも車検通過にۤ࿑する状態で、動的
審査に進んでもパフォーマンスを発شす
るには至らなかった。今年はૣいஈ֊で
車検通過している学校が多く、9校もあ
りました。しかもポテンシャルの高い学
校もある。名古屋大学はもちろん、海外
校でもポテンシャルの高い学校が走って
いるというのは、日本のチームにとって
もܹになるでしょう。EVは速い、と
いうັ力がないと、なかなかEVに移行
できない、というチームもあるでしょうし。
খɿ決してܰい車両ではないけれど、
オートクロスを̍分切るようなタイムで
走り出したというのは໌るいஹしです。
ɿ日本の学生ϑΥʔϛϡϥEVの౻ޙ
సظΛܴ͑ͨの͔も͠Ε·ͤΜͶɻ
ɿ学生フォーミュラはエンデュランࡔٶ
スでも走行時間30分とい。そう考える
とまさにEVに向いているカテΰリーと

言えます。海外のใを࣋っている人た
ちはすでにEVの方が速いということを
っていたと思いますが、現実にアクセ
ラレーションでこういう結果が出たこと
で、これまでEVのポテンシャルを認ࣝ
していなかった人にもアピールできたで
しょう。
長୩ɿ海外の動向はϢーチューϒとか
にも出てきますけど、実際に目の前で見
るのはやはりインパクトがҧう。そうい
う意ຯではӨڹは大きいと思います。

予想を上まわったアジア勢の躍進

ɿも͏ͻͱつのಛͰ͋ΔɺΞジΞ౻ޙ
の಄ʹつ͍͍͔͕ͯͰ͠ΐ͏ʁ
長୩ɿΘざΘざ日本に来る͙らいです
から、自国でもトップクラスの人たちが
チャレンジして来るんでしょう。とはい
え日本大会の存在意ٛについては࠶確認
したいところです。アジアからは「近い
から出る」、Ϥーロッパやアメリカから
は「スポンαーの関係で出る」「ちょっ
とつまみ৯い的に出て見る」では念で
すよね。日本大会でউつことがੈ界でも
一ྲྀのূとなればいいのですが、現実そ
うはなっていない。
世քγʹࡍɿͰもΞジΞの大ձͰ࣮౻ޙ
Ϧʔζʹೖ͍ͬͯΔの日本大ձ͚ͩͰ
͢ΑͶʁ
長୩ɿそれは'4"Eシリーズઓに登録
しているのが日本大会だけだからです。
தࢁɿアジアのチームのですが5年͙
らい前は、いい෦をっていたり車両
が៉ྷだったりするのに、設計の中に
ついて࣭しても全વえがฦってこな
いというパターンがありました。長୩川
さんがずっと「設計のプロセス」と言い
続けてきて、൴らはそこをਅに改善し
てきた。それがここ数年の৳びに繋がっ
ていると感じます。特に中国とタイ。ࢲ
は,JOH .POHLVUATをここ数年担当して
いるのですが、年々レϕルが上がってき
ています。あと)BSCJOもですね。今は
まだ海外から参ઓしてくれていますが、

੩Ԭཧ工ՊେֶͱͷδϣΠϯτͰࡢ&7ʹॳઓ໊ͨ͠ݹେֶࠓɺ自ΒͷνʔϜͰ&7ʹࢀՃɻ&7
車྆ͱͯ͠ॳΊͯσβΠϯϑΝΠφϧਐग़ΛՌͨ͠ɺ&7Ϋϥε༏উɺͦͯ͠૯߹Ͱ�Ґͱ͍͏Λ
ऩΊͨɻ
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国際大会として日本大会をどうしていく
べきかは考えないといけません。
ɿૉͳٙͰ͕͢ɺσβΠンレϙ౻ޙ
ʔトもͪΖΜɺ৹ࠪもશͯӳޠͰ͢Α
ͶʁɹͦのลりͰۤ͝࿑も͋ΔのͰʁ
தࢁɿデザイン審査には̓チームいます
が、その内̎チームをӳޠ強Խチームに
しています。あとは通༁ができる人間を
加えてαポートしてもらったり。そこは
զ々として対Ԡしていかなければいけな
いことです。
長୩ɿ実際のところӳޠで通༁がつい
ていると、આ໌するのにഒ時間がかかる
からෆ公ฏだというチームもないことは
ないんですよ。公༻ޠでӳޠをうとએ
言している以上は、極力୭もがれるよ
うにしないといけないのですが現実的に
難しい。かつてスタッフの派遣に「ӳ会
の得意な方」という݅をけたこと
もありますが、「それでは派遣できません」
となってしまい成り立たなくて辞めたこ
ともある。ドイπ大会では、ج本的に全
てӳޠで運営しているらしいですね。ド
イπޠをってはいけないとルールに定
めて、ϗームϖージも全てӳޠですし、
ドイπ人ಉ࢜のスタッフもӳޠで会し

車྆のதͰͨ͠もの͕͋Ε͓ฉ͔
ͤく͍ͩ͞ɻ
長୩ɿまず大事なのはデザイン審査と
いうのは「思考の競技」であるというこ
とですね。಄の中でいかに考えたかとい
うことに対する競技なんです。目の前に
ある完成したものがいかにૉらしくて
も、ྫえばですがϤーロッパの車両の設
計ਤをҾっுってきて外して作ったも
のでは意ຯがない。それは自分で考え、
自分で作ったものではないでしょうʁ　
レーシンάカーというそもそもਖ਼ղがな
いものを、೩අだとか走りだとか重さだ
とか、৭々なഎ反要ૉがある中で目標性
能を定めてそれを達成する。そのための
思考プロセスを評価しています。提出さ
れるデザインレポートをಡめば、こいつ
は本当に考えたものなのか、それともど
こかからҾっுって来たものかは、ϕテ
ランの目で見ればಁけて見えますよ。ま
ずはレポートでಡみऔって、実際の審査
はそれが実際にできているのかを確認す
る場です。
ɿデザインレポートがどういうものࡔٶ
かはレΪュレーションに໌記されていま
すし、զ々が何を見て審査しているかと
いうガイドラインも公開されています。
でも、それをಡんでいない学校も多い。
あるいは目は通した、ಡんだけれども実
際に車両を作って大会の現場に来るまで
の間に大変なことが続くので、その中で
れるΘけじΌないけど後回しになって

ていると聞いてڻきました。
খɿアジアの自動車産業の方とミーテ
Οンάすると、あちらの技術者の方は皆
さんྲྀெにӳޠでされますね。日本で
は日本ޠをうからこそ密度の高いコミ
ュニケーションがऔれると思いますが、
一度それが海外とのコミュニケーション
となるとωガが生じる。ಉじことが学生
フォーミュラのੈ界にもݦஶに現れてい
るのはと思います。

デザイン審査は「思考の競技」

ɿσβΠン৹ࠪの͔Βগͣ͠Εͯ౻ޙ
͠·͍·͕ͨ͠ɺͦもͦもσβΠン৹ࠪ
Ͱօ͞Μ͕ॏ͢ࢹΔものɺͦͯ͠ࠓの

ւ֎νʔϜͷσβΠϯ৹ࠪ෩ܠɻݴ༿ͷนΛ͡ײΔͷֶੜ͚ͩͰͳ͘ɺελοϑಉ༷ɻޙࠓͷॏཁͳ՝
ͱ͑ݴΑ͏ɻ

ʑɺண࣮ʹ࣮ྗΛ૿͖͍ͯͯ͠ΔΞδΞͷ಄Λ͔ࣔ͢ͷΑ͏ʹɺ͍ͭʹσβΠϯϑΝΠφϧʹਐग़͠
ͨ)BSCJO�*OTUJUVUF�PG�5FDIOPMPHZ�BU�8FJIBJɻ
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しまうとか。そういう学校が全体の中で
はまだまだ多いですね。
　ただ、ࢲが今年担当した中では、ඇ常
に高いレϕルまでタイϠ、αスϖンショ
ンから車両運動をཧղしてきている学校

（京都工芸繊維大学）がありました。こ
ちらの࣭に対して「いえ、こう考えて
こうしました」とવとઆ໌し、そのό
ックデータもଗっている。ここ10年、シ
ャシーとαスϖンションを担当して来た
中で、いちばんレϕルが高かったと思い
ます。
ઘɿパϫートレイン関係では2校ほど
ҹにった学校があります。1 校

（5POHKJ大学）は海外校ですが、とても
まっとうな開発をしていました。一度エ
ンジンϕンチをって性能をଌ定して、
そのଌ定結果をってきちんとコンピュ
ーターシミュレーションをやり、またࢼ
作して回していくという、いΘば自動車

会ࣾできちんとやっているような開発に
力を入れてやっていました。何をਜいて
もシミュレーションで全෦やったと、α
っとࢿྉを出してきた。
　もう1校は京都大学のシームレストラ
ンスミッションです。変速しないと速く
走れないというのはICVのऑ点であり、
それこそ優উした時の౦大のように「だ
ったらCV5」みたいなղ決策もあるΘ
けです。それを、学生が企業と協力しな

がら༷を決め、ۦ動が్切れずにシフ
トしていくトランスミッションを開発し
てきたというのは、ちΌんとエンジンの
中にまで手を入れてۦ動ܥを速くしてい
こうという思いが感じられҹ的でした。
長୩ɿただ、今大会の車両にはࡌで
きませんでしたけれどね。
খɿあれは産学ڞಉというか、企業と
のコラϘレーションですよねʁ
ɿトϥンεϛッγϣンのσβΠンί౻ޙ
ンϖテΟγϣンΛ࣮ͯ͠ࢪɺͦΕͰ学生
ͱا業͕࡞ͯ͠ྗڠり·ͨ͠ɺͱฉ͍ͯ
͍·͢ɻ
খɿそういうྲྀれの発言としてద切か
どうかはともかくとして、日本チームの
現状とϤーロッパあるいは中国の現状を
見ていると入されているリソースのҧ
いというのがؾになります。特にドイπ。
最近は中国もかなりですが。
ɿͦΕʹɺͦもͦもਓのগͳ͍ν౻ޙ
ʔϜも日本ʹଟ͍ɻ୯७ʹ͜の大ձͰ
動͢Δ͚ͩのϚンύϫʔ͕ʮͦのਓ׆
Ͱ大ৎʁʯͱ͍͏Α͏ͳͱ͜Ζもଟ͍ɻ
͜のもؚΊͯ୯७ʹ海֎νʔϜͱൺֱ
͢Δのؾのಟͳ͕͠ؾ·͢ɻ
தࢁɿまた海外のになってしまいます
が、タイの,JOH .POHLVU�Tはै来パイ
プフレームだったのをEVチームが1年先
行してϞϊコックを開発し、今年はICV
もϞϊコックにしてきました。エルΰϊ
ミクスを強く意ࣝしたもので、1年であ
そこまできっちり開発するというのはも
のすごく大きなリソースをかけて開発し

େձऴྃޙͷྫ߃ͱͳͬͨɺΠϯυωγΞͷνʔϜ͕ूͬͯͷه೦ࡱӨγʔϯɻશһͰࠃՎ੪এ͢Δ࢟ྗ͘ڧɺ
Δɻͤ͞͡ײΛײҰମ͍ڧ

�ܭըͰ車ମ։ൃΛ͏ߦͱ͍͏ϢχʔΫͳख๏Λ࠾Δژେֶɻͦͷ�ͱͯ͠ࠓΧʔϘϯϞϊί
οΫͱγʔϜϨετϥϯεϛογϣϯͷ։ൃΛख͕͚ͨɻ೦ͳ͕ΒγʔϜϨετϥϯεϛογϣϯେձ
Ͱ࠾༻͞Εͳ͔͕ͬͨɺҙཉతͳΞϓϩʔνେ͖ͳΛूΊͨɻ
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ているんだと感じます。学生だけではで
きないので、スポンαー企業と一ॹにな
って、でもせっきりではなくきちんと
設計して、షり込みなどの作業も自分た
ちでやる。そういうことをきっちりと
期間でレϕルアップできる活動ができて
いるというのが大変ҹ的です。,JOH 
.POHLVUATは3年間見ていますが、3年前
はそれこそ何をしたらいいのかもΘから
ない状態だったのが今は強力な日本のラ
イόルになっている。プロセスの大切さ
もしっかりとཧղしています。
খɿ国の意思を感じる、という෦分は
ありませんかʁ
தࢁɿありますね。എෛって来ている෦
分はあります。
খɿ今、日本はಋ
体だったりӷথだった
り、いろんな産業で遅
れつつあります。།一、
自動車産業がなんとか
ੈ界市場の３ׂを押さ
えていますが、それだ
けにਅにこれからを
考えていかないといけ
ない。
தࢁɿまさに。
খɿ高速性能だった
りϋンドリンά性能だ
ったり、あるいはϒラ
ンドԽなどではドイπ
がリードしていますが、
コストで৴པ性が高く、きちんと設計
性能を出す車を҆定して大ྔに生産する
力は、日本がѹ的だと思うんですよ。で、
そのドイπは今、インダストリー4�0と
言って、日本の࣭ཧに追いつこうと
している。ドイπの学生フォーミュラを
見ていると、そこで人ࡐҭ成も進めてい
る。学生フォーミュラをって産業のい
ちばんϕースとなる人ࡐҭ成にऔりん
でいるように見えます。
தࢁɿデザインのからは外れてしまう
かもしれませんが、そもそも海外の学生
フォーミュラはリクルーテΟンάに直結
しているのが特だと思います。アメリ
カ大会では会場内にリクルーテΟンάϒ
ースがあって、学生が自分が担当したパ
ーπを࣋ち込んで担当者をัまえて見て
くれ、と。で、自分の車までҾっுって

いって「この車はがやったんだ」とア
ピールしている。そういうޫܠが当たり
前にあります。൴らは学生フォーミュラ
で得たࣝや技術が事に直結するとい
うことをとてもཧղしていて、向き合い
方がҧう。これは日本の学生のせいとい
うのではなく、今の日本の現状について
のコメントですが、日本で学生フォーミ
ュラを続けていく上では、そういう面も
考えていかないと。
খɿドイπの大会ではいよいよ自動運
స車も走り出しました。ああいうのを見
ても、ドイπはઓུ的に自動運స技術者
をҭてようとしているのが伝Θってきます。

技術・ノウハウの継承と

維持の難しさ

ࢥɿͻͱ௨りの͓͍͍ͨͩͨͱ౻ޙ
͍·͕͢ɺٯʹશମのҹͰ݁ߏͰ͕͢
も͏গ͜͠͏͍͏部ΛؤுΖ͏ͱ͔ɺ
͋Δ͍৳ͼΜͰ͍Δͱ͜ΖͳͲɺಛ
ʹதݎͰ৳ͼΜͰ͍ΔνʔϜʹ͚ͯ
の͓Λ͍͚ͨͩ·͔͢ʁ
ઘɿݸ人的なҹですがが参加して
いたࠒは౦大とか上ஐとか、あるいはϞ
ϊコックを始めた時の๛ڮとか、៉ྷで
作りのいい車というのがたくさんあって、
そこから෦の作り込みを学んでいた෦
分があります。ただ最近の車はそういう
ところがなくなった。作りはそんなに良
くないところにガαガαのӋだけつけて。
確かに大変なんだろうけれど、そのׂに
アトプットであるマシンがそんなに៉

ྷになってない。アルミのエンϘス൘を
とりあえずόαόαషってとりあえず走
れるようにして来ました、みたいなとこ
ろがあります。ෛՙの大きいところはう
まく切りࣺてて、もっとج本的な෦分を
きっちり設計して作って評価するという
ところをきちっとやった方がいいんじΌ
ないかというҹはあります。
Δ上Ͱຖճఆ·Βͳ͍Օॴ͢ܭɿઃ౻ޙ
͕͋ΔͱධՁの͛ʹͳͬͯ͠·͏ɻΤ
ンϘε൘͕ͪΌΜͱݻఆ͞Ε͍ͯͳ͍ͱ
͜Ζも݁ߏଟくͯɺݻఆ͞Εͯͳ͍のʹ
ΤΞϩͱ͔ͪΌΜͱධՁͰ͖Δの͔ͳ͋
ͱ͍͏の͍ࢥ·͢Ͷɻ
ઘɿあると思いますし、それこそྫえ
ばαスϖンションを見たときに、設計し

たポイントからズレた
ところにいていたら、
いったい何を設計した
のかΘからない෦分も
あると思います。イ
ンάもそうです。パϫ
ートレインであればα
ージタンクをղੳした
けれど、実物は全વそ
のܗになってないとか。
そういうのは少し念
ですね。
ɿ最終的にզ々がࡔٶ
デザイン審査の現場で
車を見るΘけじΌない
ですか。そういう中で

のฏ均は変Θってないのでしょうが、
上位校のクオリテΟはԼがっているؾが
します。そこはすごく感֮的なのですが。
先ほどの上位校が៉ྷに車を上げてい
た時というのは、どこかޫるところがあ
ったり、こだΘりがあったりする学校が
ありましたが、今年ࢲが担当した中には
そういう学校はͻとつもありませんでし
た。៉ྷというか上がり、そこにこだ
Θって欲しいなというのはあります。
Δͱ͑ݟɿҙͱ͍͏の͔ͦ͜Β౻ޙ
௨りʹͰ͖͍ͯͳͨ͠ܭɺઃ͢͠·͍ࢥ
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͍ͱূݕͰ͖ͳ͍ͱ͍͏のɺσβΠン
৹ࠪʹͦの··関ΘΔ部Ͱ͢Ͷɻ
தࢁɿ中ݎ校など৳びんでいるところ
は、先ほどઘさんが言ったようにリソ
ースを考え、やるൣғを絞ってやれるこ
とをしっかりやるという手ஈがまずある
と思いますが、積なんですよ。らも
Ғそうなことは言えませんが、どうやっ
て今までの先ഐたち、もしくは自分たち
のϊϋをしていくか。それによっ
て合ཧԽし、さらに新しいことをやって
いくような積み重ね。言うのは؆単です
し、とても難しいことはΘかっています
が、とても大事だと思います。一から作
って一発で、それも1年でいいものをと
いうのは、よほどのメンόーがଗえばで
きるのかもしれませんが難しいでしょう。
Ϥーロッパもアメリカも積の中でああ
いう車を作ってくる。そこを考えないと
ずっとಉじところを毎年回っている状況
からൈけ出せない。
ɿೋ௨り͋り·͢Ͷɻͻͱつಉ͡౻ޙ
ͱ͜ΖΛ͙Δ͙ΔճΔのͱɺも͏ͻͱつ
上͕ͬͨͱ͜ΖͰඞͣམͪͯ͠·͏ͱ
͍͏のͱɻ
தࢁɿ一度མちると࠶び上がるのってす
ごく難しい。積が一度切れてしまうと、
その後は何年もかかる。そういうة機感
も࣋ってऔりんで欲しい。
ɿͦΕΛͲ͏͢Εྑ͍の͔ɺࣾձ౻ޙ
ਓのօ͞Μ͔ΒΞυόΠε͍͚ͨͩΕɻ
தࢁɿコーωル大学をࢹしたことがあ
りますが、あそこでは20年分͙らいのデ
ザインの記録やਤ面などが全てってま
す。1年分が分厚いࢠになっていて、
その年に何をやったのか、実験のデータ
もっていて、新しい人が来て何かを担
当するときにはそれをษ強して「ああ、
こういう෩にしてやって来たんだな」と
いうのをཧղした上で次に何をやるのか
を考える。
ߟͱ͍͏のਤ໘͚ͩͰͳくهɿ౻ޙ
͑ํͱ͔ɺレϙʔトͳͲもʁ
தࢁɿデザインレポートみたいに数ຕで
はなく、ྫえばྫྷܥ٫ならྫྷܥ٫を、こ
ういう考え方で、こういうパラメータを
って設計した。実際に実験してみたら
こういうॴが合Θないからこういうิਖ਼
をかけて、こういうデータを、みたいな
レポートが大にありました。一方日本

のチームではそれこそC"%データすら
อ存してなかったり、レポートだって数
しかってなくて考え方が伝Θらない
チームもあります。自分に対する反省も
ؚめてですが。
·ɿઘ͞Μの大学も͔֬མͪͯ͠౻ޙ
͍·ͨ͠ΑͶʁ
ઘɿ開発を完了した時に開発完了ใࠂ
書など技術ࢿྉはしましたが、日々の
思考の中でϒラックϘックスԽというか、
自分の中でצと経験になってしまいせ
ていない෦分があり、後ഐに伝えられな
かったと反省しています。
খɿࢲらにしてみたら౦大が優উし、
その後、シュンとなってしまったのはシ
ョックでした。
ͨ͠ܭഐͱ一ॹʹͳͬͯઃޙもࢲɿ౻ޙ
り࡞業͠·͕ͨ͠ɺҙ֎ͱͦΕͰ
ΘΒͳ͍ͱ͍͏のΛ͍ͯ͡ײ·ͨ͠ɻ಄
のத·Ͱ͑ݟ·ͤΜ͔ΒͶɻも͔͢͠
ΔͱʮམͪΔʯのͰͳくʮී௨のঢ়ଶ
ʹΔʯの͔も͠Ε·ͤΜɻ
ɿউ手な想像ですが、やはりউったࡔٶ
チームというのはউつまでのものすごい
エωルΪーと、そこに関Θった学生さん
のエωルΪーのすごさがある。それをき
ちんと認ࣝできないまま、「設計すれば
こういうものができるんだ」と思ってҾ
きܧいだ人たちのੈ代になった時に、い
きなりそこでプスっと終Θってしまうの
ではʁ　先ഐからすれば「お前ら分かっ
ているだろうなʁ」というのが実はҊ外
伝Θっていなくて、そのエωルΪーの総
が現実的にԼがってしまうという事実
があるんじΌないかと。উちに行く時っ
てやっている人たちはみんなϞチϕーシ
ョン上がっているから、自分たちではそ
んなにすごいことやってるつもりはない
かもしれないけれど、Ծにそれを٬観的
に定ྔԽして見えたらとしたら、それは
きっとすごく大きいんでしょう。
ͱͳͬͯΈΕࠓも࣌ɿ·͋ɺզʑの౻ޙ
͋りಘͳ͍͙Β͍のϚンύϫʔΛ͍
Ͱ͍ͨͱ͍ࢥ·͢ɻϒϥック͗͢ΔのͰ
෬ͤ·͕͢ʢসʣɻࡉৄ
খɿこれを言うとも֖もないかもし
れませんが、自動車レースの難しさって、
やはり必要なリソースが極めて大きいと
いうことなんです。続かなくなったチー
ムを見ているとには「リソースが続か

なくなったんじΌないか」という෩に見
えてしまう。学生フォーミュラも自動車
レースである以上、「エアロをやりなさい」
とか「コンポジットはいいよ」とは言
い続けてきましたが、それがਖ਼ղだった
のか、という思いがあります。ੈ界のレ
ϕルがそこにあるんだから、そこをやら
ないのはまずい。だけどその結果、අ༻
が大きくなり作業ྔも増えていく。性能
を上げていく上でエアロの重要さをཧղ
しているからこそ「やるべきだ」と言い
ますが、結果として出てくるのは「この
インά、本当に効くのʁ」といった車
両だったりするΘけですよ。リソースを
心しないで活動できればいいのですが、
実際はそういう活動අ༻を学生たちがな
んとか工面しているチームも実は多いの
ではʁ

学生の熱意に、
熱い気持ちで応えたい

ɿ͜͏͍ͯͯ͠͠Δͱ͕広͕౻ޙ
ͬͯਚ͖·ͤΜ͕ɺޙ࠷ʹօ͞ΜͦΕͧ
ΕのࢹͰ学生のํʹ͍͑ͨ͜ͱΛͦ
ΕͧΕ͓͍͠ئ·͢ɻ
ɿデザインレポートって今、どんどࡔٶ
ん審査のためにಡむྔが増えています。
は今年14校を担当しましたが、きちんࢲ
とಡみ込んで࠾点するには大変時間もか
かります。でも、大変なんだけど、この
エコパの5日間が楽しくて方ない。1年
の中で最も充実した5日間であり、楽し
みでありتびでもある。やはり車が好き
な学生がここまでエωルΪーを͗込ん
だものをその場で見て、実際に学生と
ができるのはັ力的です。それとデザイ
ンάループが毎൩ډञ屋で実ࢪしている
デザインάループミーテΟンάも（স）。
はどちらかというと自動車技術のੈ界ࢲ
ではアトロー的なところで生きて来ま
したが、やはり自動車メーカーのएいエ
ンジニアと৭々とをしていると、充実
感のある時間を過ごせます。
ઘɿࢲは今年からデザイン審査をやる
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ようになりましたが、数年前まではその
デザイン審査を受ける立場でした。それ
が今、審査の場でおしていた人たちと
こうしてができるようになったという
のはඇ常に面നいと感じています。デザ
イン審査で議論するのもとても楽しい。
ただ、審査していて学生から「一生懸໋
考えて来たのに、なんでこんなѱい点数
をけられるんだろうʁ　こんな審査、
を感じてしまうことؾだ」っていうۭݏ
もあります。それってすごくもったいない。
点がいてないのはやはりどこかうまく
回せていない、評価できてないというの
෦分があるので、ͥͻ審査員にབྷんで意
見ަするようなスタンスで来てもらえ
たらと思います。もまだ経験はઙいけ
れども、ਜかれたらしっかりえたい。
தࢁɿ2000年のࠒは日本でこんな学生
フォーミュラ大会を開催できるとは想像
できませんでした。アメリカ大会はあり
ましたし海外でも広がり始めてはいまし
たが、日本から出て行くだけでも大変だ
った。それがここ10年、ものすごいスピ
ードで広がって来ている。学生さんがど
う感じているかはΘかりませんが、こう
いう場があることがとても価あること
だと感じています。
　ただ、先ほどのチームのではありま
せんが、大会そのものもαチュレーショ
ンをىこしてԼがって行くこともあると
思うので、ͥͻ学生さんの方からも「こ
ういう෩にしたい」と期待を発৴して欲
しい。もちろんզ々からも発৴はしてい

かなければと思っていますが、方向に
やっていきたい。学生さんが本当に大変
だというのはらも充分にΘかった上で
しいことを言っている෦分はありますݫ
が、どんどんコミュニケーションをऔっ
てより良い大会にしていきたい。
খɿࢲから見たらいちばんϞータース
ポーπらしいイϕントが、実はこの学生
フォーミュラではないかと思っています。
技術屋であるࢲからすると、出来合いの
車をただ走らせるというのはϞータース
ポーπのごく一෦分でしかなくて、やは
りϞータースポーπはクルマ作りの競૪
です。多分、学生フォーミュラはどのカ
テΰリーよりも自༝で、どんなことでも
できる。しかもスポーπマンシップも生
きている。こういう場でզをれて಄
するというのは、やはりતましいと思う
し、ͥͻ楽しんで欲しい。
தࢁɿこの活動を通じて大学の中、自分
のチームの中で༑達を見つけるというの
もありますが、いろいろな大学で集まっ
てをえたり合いを作る、զ々スタ
ッフともり合う。これってক来の大き
なࡒ産ですし、すごくいいものです。実
際に今、0#の審査員が増えて来ていて、
デザイン審査で言えば分͙らいが0#
です。その᷷がりでͥͻ間を作って広
げていただきたい。
長୩ɿ当વ、参加している人は大変だ
と思います。実行委員会の中にもこれは
もうڭҭ的イϕントであってϞータース
ポーπではないという人もいますし、

自はڭҭ的イϕントだけではなくて、
単にこのイϕント自が楽しくて参加す
るのでもいいと思っています。他にもब
৬に立つというのがあってもいいと思
うし、そういうଧࢉでやっている人もい
るかもしれないけど、それでもいい。だ
けど本ؾでやるとめちΌめちΌ大変じΌ
ないですか。大学時代͙らい、ちょっと
ঁのࢠと楽しく༡ぼうかという考えでは
できない。自分の人生をౌけているよう
なౕら、そういういౕらと年に1回会
って、したり評価したりするというの
が今はもう楽しみなんですよ。それとス
タッフ。みんなϞチϕーションが高くて
全員があれもやりたい、来年もやりたい
と言ってくれている。
　実をいうと、最初にこのをҾき受
けて2年目͙らいのࠒは、「ああ、もう面
くさい。さっさと合ཧԽしないとな」と、
まあトϤタ的なことを考えたΘけです。
さっさと標準Խして工数を最小限にしよ
うみたいなことを考えた。でも、それじ
Όダメだと。一生懸໋にぶつかってくる
学生を相手に、人間の݂でԠえてやらな
いとダメだと思って、そこから先はずっ
と今の࢟でやっています。
日のօ͞Μの͓͔ΒɺσβΠࠓɿ౻ޙ
ン৹ࠪάルʔϓの͞のࠜݯΛ֞ؒͨݟ
のͳ͍தɺ͓ͦͯؒ࣌͠ɻ͓͢·͕͠ؾ
ർΕのதɺࠓ日本ʹ͋り͕ͱ͏͟͝
͍·ͨ͠ɻ




